
『つながリネットワータ』は、■療機日を退院する高齢者や通院し

ながら自立して生活する亡羽な吉齢者が、観 の社会資源とつ

ながりながら、住み慣れた「多久市』「我が家』で安心して暮らし
ていけるようお手伝いしています。

Oつまづいたり、転んだりすることが増えた
0 開じこもリカW3になつた
O食 が細くなり、体重が減つた
0物 忘れが増えた
0果 臭や尿臭がする
0定 期的な受診がとだえた時薬が飲めていない
0お金の払い方がスムーズではない
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佐賀県多久市①市区町村名

②人口 (※ 1) 21, 150人 (平成 25年 4月 1日現在)
28.

1 6.

6%(65歳以上)
6%(75歳以上)

③ 高齢 化 率 (※ 1)

(6S歳以上、75歳以上そ

れぞれについて記載)

高齢者が住み慣れた「多久市」「我が家」で安心して暮らしていくために、日

常的に相談しやすい「つながり」をつくることを目指して、「つながリネットワ

ーク」を構築した。

① 取組の概要

⑤取組の特徴 高齢者を支援する医療や福祉など様々な職種や地域機関が、医療 。福祉の垣

根にとらわれず連携して家庭訪問し、連絡票を用いて「ちょっと気になる高齢

者」に早期に関わることで、状態の重篤化を予防し、在宅生活を支援する。

平成 21年 5月⑥開始年度

⑦取組のこれまで

の経緯

平成 12年にシルバー調整会議として始まり、現在は地域包括ケア会議とし
て、医師会、福祉施設、社会福祉協議会、行政等多職種が参加している。

③主な利用者と人

数

多久市内の高齢者とその関係者

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織

地域包括支援センターを中心に、介護サービス事業者、市役所、薬局、医療

機関、社会福祉協議会、シルバー人材サービスセンター、在宅介護支援センタ
~年 民生委員で構成

⑩市区町村の関与

(支援等)(※ 2)

「つながリネットワーク」勉強会の開催通知及び場所の提供など

な し⑪国・都道府県の関

与 (支援等)(※ 3)

⑫取組の課題 研修会の充実、医療との連携強化

⑬今後の取組予定

①その他

①担当部署及び連

絡先

多久市 地域包括支援センター
TEL0952-75-6033

佐賀県

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例 (様式)

※ 1 -部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を (  )内 に記載してください。
※2 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。
※3 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載
ください。

  

 



総合相談、高齢者の実態把握、介護保険対象外者
への支援、地域住民グループ等の育成支援・活用

在宅支援センター
会議

O在宅福祉事業の
審査
O在宅福祉事業プ
ランの調整

O情報調査等の連
携

地域包括″ 会議

O総合的。重層的なネットワーク作り

多久市地域包括支援センター (直営 )

一
ロ
一
田

ケアマネジャー

各種介護サービス機関

住民グループ

 

 


